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はじめに 

 奨学金問題が深刻化する中、中央労福協は 2015 年から奨学金制度の改善に取り組んできました。この

間、アンケート調査（2015 年）や署名活動、アピール賛同などの取り組みにより世論が高まり、2017 年

の給付型奨学金創設につながりました。しかし、対象者は限定的で、多くの若者が貸与型奨学金に頼らな

いと進学できず、卒業後に返済に苦しんでいる状況は依然として続いています。 

 こうした状況の中、改めて奨学金の利用実態や問題点、教育費負担等に関する考え方を整理し、政策・

制度の改善につなげることを目的に、中央労福協は 2019 年 8 月末～11 月にかけて勤労者、市民を対象に

アンケート調査を実施しました。紙による調査票とＷＥＢアンケート調査を併用し実施したところ、有効

回収数は 16,588 件（調査票 13,938 件、WEB 2,650 件）と前回を上回るご回答をいただくことができまし

た。 

 集計・分析にあたっては、労働調査協議会のご協力のもと、中央労福協内に設置した奨学金問題対策委

員会で議論し、このたび報告書を取りまとめることができました。アンケートにご回答いただいた皆様を

はじめ、作成にあたり助言をいただいた有識者の先生方、配布・回収、分析にご協力いただいた方々に、

心より御礼を申し上げます。 

 本調査では全世代を対象とし、家庭における教育費の実態やその負担、奨学金に対する意識調査等を行

っています。また日本学生支援機構の奨学金利用者の利用状況や子どもに対しての進学や教育費、奨学金

利用などの設問を用意して全体的な状況の把握に努め、世代（年齢）、雇用形態、（正規・非正規）、年収

等の属性による分析を行っています。単純な比較はできないものの、前回との比較を考慮した設問内容に

なっています。 

 調査の結果、年間の子どもの教育費は平均 75.1 万円で、3 人に 2 人が子どもの教育費に負担を感じて

おり、中間層にも負担が重くのしかかっているという実態が明らかになりました。また国公立で 4割、私

立大で 7 割の人が授業料の負担に限界を感じており、優先的に実現してほしい政策では、大学の授業料

の引き下げを求める声が圧倒的に多い結果となりました。奨学金の利用実態は 39 歳以下でおよそ 2人に

1 人で、返済の負担感は「苦しい」が正規 4 割、非正規 6 割弱と前回に比べ増加しています。「奨学金返

済による生活設計への影響」についても、結婚、出産などすべての項目で前回調査より影響の比率が増加

し 3 割前後となっています。また、若い世代ほど生活設計への影響は高いという実態もデータから裏付

けられました。奨学金問題が少子化・人口減少をより加速させることになりかねないということを再認識

したところです。 

 2019 年の通常国会で「大学等における修学の支援に関する法律案」が成立し、2020 年４月から低所得

者に限定して給付型奨学金と授業料減免が拡充される予定です。一定の前進ではありますが、「高等教育

の漸進的無償化」に向けた支援対象者の拡大や大学等の授業料引き下げ、奨学金返済者の負担軽減など

は、引き続き大きな課題として残されています。 

 本調査結果は 3月 12 日に公表し、国会質疑では中央労福協として参考人意見陳述を行い、本アンケー

トにご協力いただいたみなさまの声を国会に届けることができました。今後とも本報告書が、奨学金問題

や教育費負担の実態を理解する一助となり、奨学金制度改善や教育費負担軽減の実現に向けた取り組み

にご活用いただければ幸いです。 

2019 年 5 月 

労働者福祉中央協議会 

会長  神津 里季生 
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 -1- 

 

２０１８年８月 

中央労福協 

 

 

奨学金や教育費負担に関する  

ア ン ケート 調査 
 

【調査のお願い】 

 労働者福祉中央協議会（中央労福協）は、2015 年より奨学金制度の改善と給付型

奨学金制度の創設をめざし、運動を展開してきました。皆様にご協力いただきまし

た 304 万筆の署名活動などの運動の成果により 2017 年に大学生等を対象とした給

付型奨学金制度が創設されました。しかし、対象者、金額ともにまだまだ不十分で

す。また現在も多くの人が貸与型奨学金に頼らざるを得ない状況にあり、返済者の

負担軽減や返済困難者の救済は喫緊の課題です。さらに政府は 2020 年より、低所

得者世帯に限定した大学等の「無償化」を進める方向で検討していますが、対象は

低所得者に限定されており、制度内容については十分な議論が必要です。こうした

状況のなか、奨学金の利用実態や問題点、教育費負担についての考えを整理し、奨

学金制度の改善につなげていくため、アンケート調査を実施します。 

 ご多忙かとは思いますが、率直にご回答いただけますよう、ご協力をお願いいた

します。 

 

 

【記入上の留意点】 

○回答はとくに断りのない限り、□の中に数字で記入してください。 

○回答欄横のカッコ内の数字は、集計用のものですから気にしないで下さい。 

○記入後は添付の封筒に入れ、担当者にお渡しください。 

○集計は外部の専門機関が行い、回答については、他人に知られることのないよう

厳重に取り扱います。 

労働者福祉中央協議会（中央労福協） 

 -2- 

 

【基本項目（あなた自身についてお答え下さい）】 
 

Ｆ１ 性別 

 １．男性 ２．女性 

 

Ｆ２ 年齢（2018 年７月末現在） 

 
 

Ｆ３Ａ 最終学歴 

 １．中学卒 ６．国公立・大学卒 

 ２．高校卒 ７．私立・大学卒 

 ３．高専卒 ８．国公立・大学院修了 

 ４．短大卒 ９．私立・大学院修了 

 ５．専門学校卒  

 

Ｆ３Ｂ （大学卒、大学院修了の方）学部系統 

 １．文系 ３．医・歯・薬系 

 ２．理系 ４．その他（          ） 

 

 

Ｆ４ 職業・雇用形態 

 １．正規社員（正規職員） ４．無職 

 ２．非正規社員（非正規職員） ５．失業中  

 ３．自営業 ６．その他（          ） 

 

※非正規とはパート、アルバイト、契約、派遣、臨時・非常勤などの名称でよばれる雇用形態。 

 

Ｆ５ （Ｆ４で１、２の方に）あなたの職場には労働組合がありますか。また、ある場合にあなたは

加入していますか。 

 １．労働組合があり、加入している ３．労働組合がない 

 ２．労働組合はあるが、加入していない ４．労働組合があるかどうかわからない 

 

 
 

Ｆ６ あなたの居住地の郵便番号（上位３桁） 

 

 

Ｆ７ 住居の種類 

 １．持家（ローン返済中） ５．独身寮 

 ２．持家（ローン返済なし） ６．公営・ＵＲ賃貸住宅 

 ３．親・近親者の持家 ７．民間賃貸住宅 

 ４．社宅（借り上げ社宅含む） ８．その他（           ） 
 

 

Ｆ８ （持家の方に）あなたが初めて住宅を取得したのは何歳の時ですか。 

 

  
歳(2-3) 

   
(8-10) 

  
歳(12-13) 

(1) F1 

(4) F3A 

(6) F4 

(11) F7 

(7) F5 

(5) F3B 
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２０１８年８月 

中央労福協 

 

 

奨学金や教育費負担に関する  

ア ン ケート 調査 
 

【調査のお願い】 

 労働者福祉中央協議会（中央労福協）は、2015 年より奨学金制度の改善と給付型

奨学金制度の創設をめざし、運動を展開してきました。皆様にご協力いただきまし

た 304 万筆の署名活動などの運動の成果により 2017 年に大学生等を対象とした給

付型奨学金制度が創設されました。しかし、対象者、金額ともにまだまだ不十分で

す。また現在も多くの人が貸与型奨学金に頼らざるを得ない状況にあり、返済者の

負担軽減や返済困難者の救済は喫緊の課題です。さらに政府は 2020 年より、低所

得者世帯に限定した大学等の「無償化」を進める方向で検討していますが、対象は

低所得者に限定されており、制度内容については十分な議論が必要です。こうした

状況のなか、奨学金の利用実態や問題点、教育費負担についての考えを整理し、奨

学金制度の改善につなげていくため、アンケート調査を実施します。 

 ご多忙かとは思いますが、率直にご回答いただけますよう、ご協力をお願いいた
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【記入上の留意点】 
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○回答欄横のカッコ内の数字は、集計用のものですから気にしないで下さい。 

○記入後は添付の封筒に入れ、担当者にお渡しください。 

○集計は外部の専門機関が行い、回答については、他人に知られることのないよう

厳重に取り扱います。 

労働者福祉中央協議会（中央労福協） 

 -2- 

 

【基本項目（あなた自身についてお答え下さい）】 
 

Ｆ１ 性別 

 １．男性 ２．女性 

 

Ｆ２ 年齢（2018 年７月末現在） 

 
 

Ｆ３Ａ 最終学歴 

 １．中学卒 ６．国公立・大学卒 

 ２．高校卒 ７．私立・大学卒 

 ３．高専卒 ８．国公立・大学院修了 

 ４．短大卒 ９．私立・大学院修了 

 ５．専門学校卒  

 

Ｆ３Ｂ （大学卒、大学院修了の方）学部系統 

 １．文系 ３．医・歯・薬系 

 ２．理系 ４．その他（          ） 

 

 

Ｆ４ 職業・雇用形態 

 １．正規社員（正規職員） ４．無職 

 ２．非正規社員（非正規職員） ５．失業中  

 ３．自営業 ６．その他（          ） 

 

※非正規とはパート、アルバイト、契約、派遣、臨時・非常勤などの名称でよばれる雇用形態。 

 

Ｆ５ （Ｆ４で１、２の方に）あなたの職場には労働組合がありますか。また、ある場合にあなたは

加入していますか。 

 １．労働組合があり、加入している ３．労働組合がない 

 ２．労働組合はあるが、加入していない ４．労働組合があるかどうかわからない 

 

 
 

Ｆ６ あなたの居住地の郵便番号（上位３桁） 

 

 

Ｆ７ 住居の種類 

 １．持家（ローン返済中） ５．独身寮 

 ２．持家（ローン返済なし） ６．公営・ＵＲ賃貸住宅 

 ３．親・近親者の持家 ７．民間賃貸住宅 

 ４．社宅（借り上げ社宅含む） ８．その他（           ） 
 

 

Ｆ８ （持家の方に）あなたが初めて住宅を取得したのは何歳の時ですか。 
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 -3- 

 

Ｆ９ 配偶者（事実婚を含む）の有無 

 １．いる ３．離別（現在いない） 

 ２．いない ４．死別（現在いない） 

 

Ｆ10 （配偶者のいる方、いた方に）あなたが初めて結婚したのは何歳の時ですか。 

 

Ｆ11Ａ 子どもの有無と人数 

 １．いる・１人 ３．いる・３人 ５．いない 

 ２．いる・２人 ４．いる・４人以上 

 

Ｆ11Ｂ （子どものいる方に）2018 年７月時点のあなたの子どもの状況についてお伺いします。１人

目から３人目までの子どもについて、現在の成長段階をそれぞれお答えください。 

 １．未就学児 ９．国公立・大学院 

 ２．小・中学生 10．私立・大学院 

 ３．高校生・公立 11．社会人・正規社員（職員） 

 ４．高校生・私立 12．社会人・非正規社員（職員） 

 ５．短大・高専・専門学校など 13．自営業 

 ６．浪人 14．無職 

 ７．国公立・大学 15．失業中  

 ８．私立・大学 16．その他（            ） 
 

Ｆ11Ｃ （子どものいる方に）第 1 子が生まれたのはあなたが何歳の時ですか。 
 

 

Ｆ12 世帯の主な収入源 

 １．自分の収入だけ 

 ２．自分の収入と配偶者の正規雇用による収入 

 ３．自分の収入と配偶者の非正規雇用による収入 

 ４．自分の収入と同居している家族の収入 

 ５．その他（                            ） 

 

Ｆ13 昨年１年間（2017 年）のあなたの税込み収入 

 １．200 万円未満 ４．400～500 万円未満 ７．700～800 万円未満 

 ２．200～300 万円未満 ５．500～600 万円未満 ８．800 万円以上 

 ３．300～400 万円未満 ６．600～700 万円未満 

 

 

Ｆ14 昨年１年間（2017 年）の世帯全体の税込み収入 

 １．200 万円未満 ５．500～600 万円未満 ９．900～1000 万円未満 

 ２．200～300 万円未満 ６．600～700 万円未満 10．1000～1200 万円未満 

 ３．300～400 万円未満 ７．700～800 万円未満 11．1200～1500 万円未満 

 ４．400～500 万円未満 ８．800～900 万円未満 12．1500 万円以上 

 

 

Ｆ15 現在のあなたの貯蓄額 

 １．100 万円未満 ４．500～700 万円未満 ７．1500～2000 万円未満 

 ２．100～300 万円未満 ５．700～1000 万円未満 ８．2000 万円以上 

 ３．300～500 万円未満 ６．1000～1500 万円未満 ９．わからない 

 

  
歳(15-16) 

  
歳(24-25) 

(14) F9 

(17) F11A 

(18-19) １人目 

(20-21) ２人目 

(22-23) ３人目 

(27) F13 

(30) F15 

(28-29) F14 

(26) F12 

 -4- 

 

【生活について】 
 

Ｑ１ あなたの世帯の家計状況は、現在どのくらい余裕がありますか。 

 １．繰り越しができるぐらいの余裕がある 

 ２．収支トントンである 

 ３．貯金を取り崩すなどしないと、やりくりできない 

 

Ｑ２ あなたの世帯で、日常生活を送る上で必要だが家計上切り詰めている費目がありますか。以下

の中から、あてはまる番号すべてに○をつけてください。（32-69） 

 

 １． 食費（外食含む） 10． 子どもの教育費や仕送り 

 ２． 水道光熱費 11． 趣味やレジャーの出費 

 ３． 電話代、インターネットなど通信費 12． 酒やたばこなどの出費 

 ４． 医療費 13． 中元・歳暮、冠婚葬祭など 

 ５． 化粧品・理美容院代 14． 自分や家族の小遣い 

 ６． 被服費 15． 共済・保険掛金 

 ７． 電化製品・家具の購入 16． 交通費（電車代・バス代など） 

 ８． 友人とのつきあい・交際 17． 自動車の維持費、ガソリン代など 

 ９． 職場でのつきあい・交際 18． その他（           ） 

 19． 特に切り詰めているものはない 
 

 

Ｑ３ （子どものいる方に）あなたの世帯の現在の家計において子どもの教育費の負担感はどの程度

ですか。 

 １．かなり負担感がある ３．あまり負担感はない 

 ２．やや負担感がある ４．全く負担感はない 

 

Ｑ４ （子どものいる方に）あなたの世帯の年間の子どもの教育費（授業料だけでなく仕送りや幼児

教育・保育、塾・習い事など子育てにかかる費用を含む）はどの程度ですか。 

 １．なし ６．100～150 万円未満 

 ２．10 万円未満 ７．150～200 万円未満 

 ３．10～30 万円未満 ８．200～300 万円未満 

 ４．30～50 万円未満 ９．300 万円以上 

 ５．50～100 万円未満 

 

【教育や社会、奨学金に関する意識】 
 

Ｑ５ 財源に限りがある中で、大学などの高等教育関連の負担に関して以下に示す項目のうち何を優

先的に実現してほしいと思いますか。優先順位が高いものを順に３つまで選んでください。 

 １．大学などの授業料の引き下げ（大学への公的助成の増額） 

 ２．学費の減免制度の拡充 

 ３．給付型奨学金の拡充 

 ４．貸与型奨学金を有利子から無利子にする 

 ５．授業料は国が立替払いし、本人が卒業後に所得に応じて返還する制度を作る 

 ６．奨学金返済者の負担軽減や救済制度の拡充 

 ７．その他（                       ） 

 ８．特に実現して欲しいことはない 

 

(31) Q1 

(70) Q3 

(71) Q4 

(72) 第 1 位 

(73) 第 2 位 

(74) 第 3 位 
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Ｆ９ 配偶者（事実婚を含む）の有無 

 １．いる ３．離別（現在いない） 

 ２．いない ４．死別（現在いない） 

 

Ｆ10 （配偶者のいる方、いた方に）あなたが初めて結婚したのは何歳の時ですか。 

 

Ｆ11Ａ 子どもの有無と人数 

 １．いる・１人 ３．いる・３人 ５．いない 

 ２．いる・２人 ４．いる・４人以上 

 

Ｆ11Ｂ （子どものいる方に）2018 年７月時点のあなたの子どもの状況についてお伺いします。１人

目から３人目までの子どもについて、現在の成長段階をそれぞれお答えください。 

 １．未就学児 ９．国公立・大学院 

 ２．小・中学生 10．私立・大学院 

 ３．高校生・公立 11．社会人・正規社員（職員） 

 ４．高校生・私立 12．社会人・非正規社員（職員） 

 ５．短大・高専・専門学校など 13．自営業 

 ６．浪人 14．無職 

 ７．国公立・大学 15．失業中  

 ８．私立・大学 16．その他（            ） 
 

Ｆ11Ｃ （子どものいる方に）第 1 子が生まれたのはあなたが何歳の時ですか。 
 

 

Ｆ12 世帯の主な収入源 

 １．自分の収入だけ 

 ２．自分の収入と配偶者の正規雇用による収入 

 ３．自分の収入と配偶者の非正規雇用による収入 

 ４．自分の収入と同居している家族の収入 

 ５．その他（                            ） 

 

Ｆ13 昨年１年間（2017 年）のあなたの税込み収入 

 １．200 万円未満 ４．400～500 万円未満 ７．700～800 万円未満 

 ２．200～300 万円未満 ５．500～600 万円未満 ８．800 万円以上 

 ３．300～400 万円未満 ６．600～700 万円未満 

 

 

Ｆ14 昨年１年間（2017 年）の世帯全体の税込み収入 

 １．200 万円未満 ５．500～600 万円未満 ９．900～1000 万円未満 

 ２．200～300 万円未満 ６．600～700 万円未満 10．1000～1200 万円未満 

 ３．300～400 万円未満 ７．700～800 万円未満 11．1200～1500 万円未満 

 ４．400～500 万円未満 ８．800～900 万円未満 12．1500 万円以上 

 

 

Ｆ15 現在のあなたの貯蓄額 

 １．100 万円未満 ４．500～700 万円未満 ７．1500～2000 万円未満 

 ２．100～300 万円未満 ５．700～1000 万円未満 ８．2000 万円以上 

 ３．300～500 万円未満 ６．1000～1500 万円未満 ９．わからない 

 

  
歳(15-16) 

  
歳(24-25) 

(14) F9 

(17) F11A 

(18-19) １人目 

(20-21) ２人目 

(22-23) ３人目 

(27) F13 

(30) F15 

(28-29) F14 

(26) F12 

 -4- 

 

【生活について】 
 

Ｑ１ あなたの世帯の家計状況は、現在どのくらい余裕がありますか。 

 １．繰り越しができるぐらいの余裕がある 

 ２．収支トントンである 

 ３．貯金を取り崩すなどしないと、やりくりできない 

 

Ｑ２ あなたの世帯で、日常生活を送る上で必要だが家計上切り詰めている費目がありますか。以下

の中から、あてはまる番号すべてに○をつけてください。（32-69） 

 

 １． 食費（外食含む） 10． 子どもの教育費や仕送り 

 ２． 水道光熱費 11． 趣味やレジャーの出費 

 ３． 電話代、インターネットなど通信費 12． 酒やたばこなどの出費 

 ４． 医療費 13． 中元・歳暮、冠婚葬祭など 

 ５． 化粧品・理美容院代 14． 自分や家族の小遣い 

 ６． 被服費 15． 共済・保険掛金 

 ７． 電化製品・家具の購入 16． 交通費（電車代・バス代など） 

 ８． 友人とのつきあい・交際 17． 自動車の維持費、ガソリン代など 

 ９． 職場でのつきあい・交際 18． その他（           ） 

 19． 特に切り詰めているものはない 
 

 

Ｑ３ （子どものいる方に）あなたの世帯の現在の家計において子どもの教育費の負担感はどの程度

ですか。 

 １．かなり負担感がある ３．あまり負担感はない 

 ２．やや負担感がある ４．全く負担感はない 

 

Ｑ４ （子どものいる方に）あなたの世帯の年間の子どもの教育費（授業料だけでなく仕送りや幼児

教育・保育、塾・習い事など子育てにかかる費用を含む）はどの程度ですか。 

 １．なし ６．100～150 万円未満 

 ２．10 万円未満 ７．150～200 万円未満 

 ３．10～30 万円未満 ８．200～300 万円未満 

 ４．30～50 万円未満 ９．300 万円以上 

 ５．50～100 万円未満 

 

【教育や社会、奨学金に関する意識】 
 

Ｑ５ 財源に限りがある中で、大学などの高等教育関連の負担に関して以下に示す項目のうち何を優

先的に実現してほしいと思いますか。優先順位が高いものを順に３つまで選んでください。 

 １．大学などの授業料の引き下げ（大学への公的助成の増額） 

 ２．学費の減免制度の拡充 

 ３．給付型奨学金の拡充 

 ４．貸与型奨学金を有利子から無利子にする 

 ５．授業料は国が立替払いし、本人が卒業後に所得に応じて返還する制度を作る 

 ６．奨学金返済者の負担軽減や救済制度の拡充 

 ７．その他（                       ） 

 ８．特に実現して欲しいことはない 

 

(31) Q1 

(70) Q3 

(71) Q4 

(72) 第 1 位 

(73) 第 2 位 
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Ｑ６ 大学等の高等教育にかかる費用ついて伺います。 

（１）大学等の高等教育の費用について、主として誰が負担すべきと考えますか。 

 １．国・自治体（公費） ４．本人と親 

 ２．本人 ５．その他（             ） 

 ３．親  

 

（２）日本では、大学等の高等教育にかかる費用の支出割合が公費 34％、私費 66％であり、OECD（経

済協力開発機構）加盟国の平均（公費 70％、私費 30％）に比べ公費負担の割合が低い状況です。

大学等の高等教育に対する公費と私費の負担割合についてどう考えますか。 

 １．公費負担の割合を増やすべきだ ３．現状のままでよい 

 ２．私費負担の割合を増やすべきだ ４．わからない 

 

（３）（前問で１の方に）公費負担の割合を増やす場合、財源をどう考えていくべきだと思いますか。

望ましいと思うものから順に２つまで選んでください。 

 １．政府予算の全体的な配分を見直し教育予算を増やす 

 ２．全員が負担する消費税を上げる 

 ３．所得税の最高税率の引き上げ、資産課税・贈与税などへの課税を強化する 

 ４．個人の増税よりも企業の法人税を上げる 

 ５．教育予算を増やすために新たな国債を発行する 

 ６．その他（                              ） 

 

 

Ｑ７ 仮にあなたが子どもを大学などに入学させることになったとした場合、一人当たりの授業料（入

学金や生活にかかわる費用は除く）として、あなたが現実的に負担できると考える額は年間でど

の程度ですか。 

 １．10 万円未満 ５．40～50 万円未満 ９．150～200 万円未満 

 ２．10～20 万円未満 ６．50～75 万円未満 10．200 万円以上 

 ３．20～30 万円未満 ７．75～100 万円未満 11．わからない 

 ４．30～40 万円未満 ８．100～150 万円未満  

 

Ｑ８ あなた自身が大学などにおいて学び直しをするとしたら、負担できる授業料（入学金や生活に

かかわる費用は除く）は年間でどの程度ですか。 

 １．10 万円未満 ５．40～50 万円未満 ９．150～200 万円未満 

 ２．10～20 万円未満 ６．50～75 万円未満 10．200 万円以上 

 ３．20～30 万円未満 ７．75～100 万円未満 11．わからない 

 ４．30～40 万円未満 ８．100～150 万円未満  

 

Ｑ９ 現在、政府は「真に支援が必要な、所得が低い家庭の子供たち」に限って、大学等の「高等教

育の無償化」（授業料減免や給付型奨学金の拡充）を検討していますが、無償化の対象は以下の

どれが望ましいと思いますか。 

 １．住民税非課税世帯 ６．年収で限定せず、全世帯を対象 

 ２．年収 300～400 万円まで ７．年収よりも成績で判断すべき 

 ３．年収 400～600 万円まで ８．そもそも大学などの授業料無償化が 

 ４．年収 600～800 万円まで  必要だと思わない 

 ５．年収 800～1000 万円まで ９．わからない・考えたことがない 

  

【参考】 国立大学（標準）授業料 535,800 円、私立大学（平均）授業料 877,735 円、2016 年度文科省調べ 

(79-80) Q7 

(83) Q9 

(81-82) Q8 

(75) Q6(1) 

(76) Q6(2) 

(77) 第 1 位 

(78) 第 2 位 
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Ｑ10 あなたは、現在の日本学生支援機構（日本育英会の後身）の奨学金制度について、どの程度

知っていますか。以下のＡ～Ｇそれぞれについて、あてはまる番号に○をつけてください。 

  知っている 知らない  

Ａ 2017 年 4 月から給付型奨学金がはじまった １ ２ (84) 

Ｂ 2017 年 4 月から所得に応じて返済額の変わる奨学金がはじまった １ ２ (85) 

Ｃ 本人が返済できず保証人が破産するケースがある １ ２ (86) 

Ｄ 貸与人数・金額は、無利子より有利子の方が多い １ ２ (87) 

Ｅ 延滞すれば、年５％の割合で延滞金が賦課される １ ２ (88) 

Ｆ ３カ月以上延滞すると、ブラックリストに登録される※ １ ２ (89) 

Ｇ 返還の期限を猶予する制度がある １ ２ (90) 
 
【参考】ブラックリストへの登録…個人信用情報機関に延滞者として登録され、５年間はローンが組めなく 

                なったり、クレジットカードを作ったりすることができなくなる。 

 

Ｑ11 奨学金などに関することについてあなたはどのように考えますか。以下のＡ～Ｎそれぞれに

ついて、あてはまる番号に○をつけてください。 

  そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思

う あ
ま
り
そ
う

思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思

わ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

 

Ａ 貸与型奨学金は有利子ではなく、無利子にすべきだ １ ２ ３ ４ ５ (91) 

Ｂ 
給付型奨学金を拡充し、貸与から給付中心へと転換すべ

きだ 
１ ２ ３ ４ ５ (92) 

Ｃ 
親や親戚を保証人にするのはやめ、全て保証機関による

保証にすべきだ 
１ ２ ３ ４ ５ (93) 

Ｄ 
貸与型奨学金を延滞した場合の延滞金賦課率(年５％)

を引き下げるべきだ 
１ ２ ３ ４ ５ (94) 

Ｅ 
返済負担軽減のための税制支援(所得控除や税額控除)

を導入すべきだ 
１ ２ ３ ４ ５ (95) 

Ｆ 

年収 300 万円までは、期限の制約なく返還猶予を認める

べきだ（現行、返還期限猶予期間は経済困難の場合、年

収 300 万円以下を基準として通算 10 年まで） 

１ ２ ３ ４ ５ (96) 

Ｇ 
所得に応じて返済額が変動する制度の対象を有利子奨

学金や返済中の人たちにも広げるべきだ 
１ ２ ３ ４ ５ (97) 

Ｈ 
返済の見込みが立たない場合は、一定の期間や年齢に達

した時点で返済を免除する制度をつくるべきだ 
１ ２ ３ ４ ５ (98) 

Ｉ 
入学金や授業料等の入学時一括支払いが困難な場合の

支援措置を拡充すべきだ 
１ ２ ３ ４ ５ (99) 

Ｊ 
奨学金制度の利用に関する情報や返済に伴うリスク・救

済制度について、もっと周知・啓発すべきだ 
１ ２ ３ ４ ５ (100) 

Ｋ 
自治体においても奨学金返済支援や給付型奨学金制度

を導入・拡充してほしい 
１ ２ ３ ４ ５ (101) 

Ｌ 奨学金に関する相談窓口が身近にあってほしい １ ２ ３ ４ ５ (102) 

Ｍ 
企業の福利厚生で従業員の奨学金返済に対する支援（助

成等）を行ってほしい 
１ ２ ３ ４ ５ (103) 

Ｎ 
保証人の負担を無くしたり、返済額・期間を軽減したり

するために金融機関で借り換えができるとよい 
１ ２ ３ ４ ５ (104) 
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Ｑ６ 大学等の高等教育にかかる費用ついて伺います。 

（１）大学等の高等教育の費用について、主として誰が負担すべきと考えますか。 

 １．国・自治体（公費） ４．本人と親 

 ２．本人 ５．その他（             ） 

 ３．親  

 

（２）日本では、大学等の高等教育にかかる費用の支出割合が公費 34％、私費 66％であり、OECD（経

済協力開発機構）加盟国の平均（公費 70％、私費 30％）に比べ公費負担の割合が低い状況です。

大学等の高等教育に対する公費と私費の負担割合についてどう考えますか。 

 １．公費負担の割合を増やすべきだ ３．現状のままでよい 

 ２．私費負担の割合を増やすべきだ ４．わからない 

 

（３）（前問で１の方に）公費負担の割合を増やす場合、財源をどう考えていくべきだと思いますか。

望ましいと思うものから順に２つまで選んでください。 

 １．政府予算の全体的な配分を見直し教育予算を増やす 

 ２．全員が負担する消費税を上げる 

 ３．所得税の最高税率の引き上げ、資産課税・贈与税などへの課税を強化する 

 ４．個人の増税よりも企業の法人税を上げる 

 ５．教育予算を増やすために新たな国債を発行する 

 ６．その他（                              ） 

 

 

Ｑ７ 仮にあなたが子どもを大学などに入学させることになったとした場合、一人当たりの授業料（入

学金や生活にかかわる費用は除く）として、あなたが現実的に負担できると考える額は年間でど

の程度ですか。 

 １．10 万円未満 ５．40～50 万円未満 ９．150～200 万円未満 

 ２．10～20 万円未満 ６．50～75 万円未満 10．200 万円以上 

 ３．20～30 万円未満 ７．75～100 万円未満 11．わからない 

 ４．30～40 万円未満 ８．100～150 万円未満  

 

Ｑ８ あなた自身が大学などにおいて学び直しをするとしたら、負担できる授業料（入学金や生活に

かかわる費用は除く）は年間でどの程度ですか。 

 １．10 万円未満 ５．40～50 万円未満 ９．150～200 万円未満 

 ２．10～20 万円未満 ６．50～75 万円未満 10．200 万円以上 

 ３．20～30 万円未満 ７．75～100 万円未満 11．わからない 

 ４．30～40 万円未満 ８．100～150 万円未満  

 

Ｑ９ 現在、政府は「真に支援が必要な、所得が低い家庭の子供たち」に限って、大学等の「高等教

育の無償化」（授業料減免や給付型奨学金の拡充）を検討していますが、無償化の対象は以下の

どれが望ましいと思いますか。 

 １．住民税非課税世帯 ６．年収で限定せず、全世帯を対象 

 ２．年収 300～400 万円まで ７．年収よりも成績で判断すべき 

 ３．年収 400～600 万円まで ８．そもそも大学などの授業料無償化が 

 ４．年収 600～800 万円まで  必要だと思わない 

 ５．年収 800～1000 万円まで ９．わからない・考えたことがない 

  

【参考】 国立大学（標準）授業料 535,800 円、私立大学（平均）授業料 877,735 円、2016 年度文科省調べ 

(79-80) Q7 

(83) Q9 

(81-82) Q8 

(75) Q6(1) 

(76) Q6(2) 

(77) 第 1 位 

(78) 第 2 位 
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Ｑ10 あなたは、現在の日本学生支援機構（日本育英会の後身）の奨学金制度について、どの程度

知っていますか。以下のＡ～Ｇそれぞれについて、あてはまる番号に○をつけてください。 

  知っている 知らない  

Ａ 2017 年 4 月から給付型奨学金がはじまった １ ２ (84) 

Ｂ 2017 年 4 月から所得に応じて返済額の変わる奨学金がはじまった １ ２ (85) 

Ｃ 本人が返済できず保証人が破産するケースがある １ ２ (86) 

Ｄ 貸与人数・金額は、無利子より有利子の方が多い １ ２ (87) 

Ｅ 延滞すれば、年５％の割合で延滞金が賦課される １ ２ (88) 

Ｆ ３カ月以上延滞すると、ブラックリストに登録される※ １ ２ (89) 

Ｇ 返還の期限を猶予する制度がある １ ２ (90) 
 
【参考】ブラックリストへの登録…個人信用情報機関に延滞者として登録され、５年間はローンが組めなく 

                なったり、クレジットカードを作ったりすることができなくなる。 

 

Ｑ11 奨学金などに関することについてあなたはどのように考えますか。以下のＡ～Ｎそれぞれに

ついて、あてはまる番号に○をつけてください。 

  そ
う
思
う 

や
や
そ
う
思

う あ
ま
り
そ
う

思
わ
な
い 

全
く
そ
う
思

わ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

 

Ａ 貸与型奨学金は有利子ではなく、無利子にすべきだ １ ２ ３ ４ ５ (91) 

Ｂ 
給付型奨学金を拡充し、貸与から給付中心へと転換すべ

きだ 
１ ２ ３ ４ ５ (92) 

Ｃ 
親や親戚を保証人にするのはやめ、全て保証機関による

保証にすべきだ 
１ ２ ３ ４ ５ (93) 

Ｄ 
貸与型奨学金を延滞した場合の延滞金賦課率(年５％)

を引き下げるべきだ 
１ ２ ３ ４ ５ (94) 

Ｅ 
返済負担軽減のための税制支援(所得控除や税額控除)

を導入すべきだ 
１ ２ ３ ４ ５ (95) 

Ｆ 

年収 300 万円までは、期限の制約なく返還猶予を認める

べきだ（現行、返還期限猶予期間は経済困難の場合、年

収 300 万円以下を基準として通算 10 年まで） 

１ ２ ３ ４ ５ (96) 

Ｇ 
所得に応じて返済額が変動する制度の対象を有利子奨

学金や返済中の人たちにも広げるべきだ 
１ ２ ３ ４ ５ (97) 

Ｈ 
返済の見込みが立たない場合は、一定の期間や年齢に達

した時点で返済を免除する制度をつくるべきだ 
１ ２ ３ ４ ５ (98) 

Ｉ 
入学金や授業料等の入学時一括支払いが困難な場合の

支援措置を拡充すべきだ 
１ ２ ３ ４ ５ (99) 

Ｊ 
奨学金制度の利用に関する情報や返済に伴うリスク・救

済制度について、もっと周知・啓発すべきだ 
１ ２ ３ ４ ５ (100) 

Ｋ 
自治体においても奨学金返済支援や給付型奨学金制度

を導入・拡充してほしい 
１ ２ ３ ４ ５ (101) 

Ｌ 奨学金に関する相談窓口が身近にあってほしい １ ２ ３ ４ ５ (102) 

Ｍ 
企業の福利厚生で従業員の奨学金返済に対する支援（助

成等）を行ってほしい 
１ ２ ３ ４ ５ (103) 

Ｎ 
保証人の負担を無くしたり、返済額・期間を軽減したり

するために金融機関で借り換えができるとよい 
１ ２ ３ ４ ５ (104) 
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【学生時代の状況と奨学金制度の利用状況について】 
 

Ｑ12 学生時代の家庭の家計状況について、どのように感じていましたか。 

 １．かなり余裕があったと思う ４．あまり余裕はなかったと思う 

 ２．余裕がある方だったと思う ５．まったく余裕はなかったと思う 

 ３．おおむね世間並だったと思う ６．わからない 

 

 

Ｑ13 （短大卒、高専卒、専門卒、大学卒、大学院修了の方に）あなたは、在学時に主にどこから通

っていましたか。 

 １．自宅 ２．自宅外 

 

 

Ｑ14 （短大卒、高専卒、専門卒、大学卒、大学院修了の方に）あなたは在学時にアルバイトをして

いましたか。また、その収入はどのように使っていましたか。以下の中から主なものを２つ以内

で選んでお答えください。 

 １．自分の学費 ５．将来の生活に備えて貯蓄 

 ２．自分の生活費 ６．その他（              ） 

 ３．自分の小遣い ７．アルバイトはしなかった 

 ４．家族への補助（仕送り） 
 

 

次のＱ15 は再度全員に伺います。 
 

Ｑ15 あなたは、学生時代に奨学金制度を利用しましたか。 

 １．利用した 

 ２．利用しなかった 
 

 

次のＱ16～Ｑ17 はご自身が（本人）が奨学金を利用していた方（Ｑ15 で１の方）に伺います。 

それ以外の方（Ｑ15 で２の方）はＱ21 へお進みください。 

 

Ｑ16 あなたが利用していた奨学金の種類は、以下のどれですか。あてはまるものをすべて選んで

○をつけてください。(110-116) 

 

 １． 日本学生支援機構（2004 年～）・第一種（無利子） 

 ２． 日本学生支援機構（2004 年～）・第二種（有利子） 

 ３． 日本育英会（～2003 年）・第一種（無利子） 

 ４． 日本育英会（～2003 年）・第二種（有利子） 

 ５． 日本学生支援機構・日本育英会以外の奨学金・貸与型 

 ６． 日本学生支援機構・日本育英会以外の奨学金・給付型 

 ７． その他（                     ） 

 

 

Ｑ17 奨学金制度の利用をどのように決めましたか。 

 １．自分自身で判断して ３．学校の先生に勧められて 

 ２．親に勧められて ４．その他（            ） 

  

(105) Q12 

(106) Q13 

(107) 

Q14 

(108) 

(117) Q17 

(109) Q15 

 -8- 

 

次のＱ18Ａ～Ｑ19 は日本学生支援機構の奨学金を利用していた方（Ｑ16 で 1-2 の方）に伺いま

す。日本育英会の奨学金やそれ以外の貸与型奨学金を利用していた方（Ｑ16 で 3-5 の方）はＱ

20 へ、それ以外の方（Ｑ16 で 6-7 の方）はＱ21 へお進みください。 

 

Ｑ18Ａ あなたの奨学金の借入総額はいくらですか（でしたか）。 

 １．100 万円未満 ５．400～500 万円未満 ９．800～900 万円未満 

 ２．100～200 万円未満 ６．500～600 万円未満 10．900～1000 万円未満 

 ３．200～300 万円未満 ７．600～700 万円未満 11．1000 万円以上 

 ４．300～400 万円未満 ８．700～800 万円未満 12．わからない 

 

Ｑ18Ｂ 奨学金を利用していたのはいつですか。あてはまるものをすべて選んでください。 

 １．高校 ３．大学 

 ２．専門学校・高専・短大 ４．大学院 

 

 

Ｑ19 奨学金の返済状況についてお聞きします。すでに返済が終わっている方も、返済時の状況に

ついてご回答ください。 

（１）現在も返済していますか。 

 １．返済している ３．返還猶予制度利用中 

 ２．これから返済予定 ４．すでに終わった 

 
 

（２）（前問で１～３の方に）返済に関して今後の不安はどの程度ありますか。 

 １．かなり不安である ３．あまり不安はない 

 ２．やや不安である ４．全く不安はない 
 

 

 

（３）毎月の返済額はどの程度ですか（でしたか）。月額返済でない方は、月額あたりの金額にし

て回答してください。 

 １． 5000 円未満 ４．15000～20000 円未満 ７．30000～35000 円未満 

 ２． 5000～10000 円未満 ５．20000～25000 円未満 ８．35000 円以上 

 ３．10000～15000 円未満 ６．25000～30000 円未満 ９．わからない 

 
 

（４）返済期間はどの程度ですか（でしたか）。 

 １．５年未満 ３．10～15 年未満 ５．20 年超 

 ２．５～10 年未満 ４．15～20 年以下 ６．わからない 

 
 

（５）あなたは、奨学金制度を利用した際、奨学金の返済条件や延滞リスクなどについて、理解して

いたと思いますか。 

 １．よく理解していたと思う ３．あまり理解していなかったと思う 

 ２．ある程度理解していたと思う ４．まったく理解していなかったと思う 

  ５．わからない 
 
 

(124) Q19(1) 

(126) Q19(3) 

(127) Q19(4) 

(128) Q19(5) 

(125) Q19(2) 

(118-119) Q18A 

(120-123) Q18B 
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【学生時代の状況と奨学金制度の利用状況について】 
 

Ｑ12 学生時代の家庭の家計状況について、どのように感じていましたか。 

 １．かなり余裕があったと思う ４．あまり余裕はなかったと思う 

 ２．余裕がある方だったと思う ５．まったく余裕はなかったと思う 

 ３．おおむね世間並だったと思う ６．わからない 

 

 

Ｑ13 （短大卒、高専卒、専門卒、大学卒、大学院修了の方に）あなたは、在学時に主にどこから通

っていましたか。 

 １．自宅 ２．自宅外 

 

 

Ｑ14 （短大卒、高専卒、専門卒、大学卒、大学院修了の方に）あなたは在学時にアルバイトをして

いましたか。また、その収入はどのように使っていましたか。以下の中から主なものを２つ以内

で選んでお答えください。 

 １．自分の学費 ５．将来の生活に備えて貯蓄 

 ２．自分の生活費 ６．その他（              ） 

 ３．自分の小遣い ７．アルバイトはしなかった 

 ４．家族への補助（仕送り） 
 

 

次のＱ15 は再度全員に伺います。 
 

Ｑ15 あなたは、学生時代に奨学金制度を利用しましたか。 

 １．利用した 

 ２．利用しなかった 
 

 

次のＱ16～Ｑ17 はご自身が（本人）が奨学金を利用していた方（Ｑ15 で１の方）に伺います。 

それ以外の方（Ｑ15 で２の方）はＱ21 へお進みください。 

 

Ｑ16 あなたが利用していた奨学金の種類は、以下のどれですか。あてはまるものをすべて選んで

○をつけてください。(110-116) 

 

 １． 日本学生支援機構（2004 年～）・第一種（無利子） 

 ２． 日本学生支援機構（2004 年～）・第二種（有利子） 

 ３． 日本育英会（～2003 年）・第一種（無利子） 

 ４． 日本育英会（～2003 年）・第二種（有利子） 

 ５． 日本学生支援機構・日本育英会以外の奨学金・貸与型 

 ６． 日本学生支援機構・日本育英会以外の奨学金・給付型 

 ７． その他（                     ） 

 

 

Ｑ17 奨学金制度の利用をどのように決めましたか。 

 １．自分自身で判断して ３．学校の先生に勧められて 

 ２．親に勧められて ４．その他（            ） 

  

(105) Q12 

(106) Q13 

(107) 

Q14 

(108) 

(117) Q17 

(109) Q15 
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次のＱ18Ａ～Ｑ19 は日本学生支援機構の奨学金を利用していた方（Ｑ16 で 1-2 の方）に伺いま

す。日本育英会の奨学金やそれ以外の貸与型奨学金を利用していた方（Ｑ16 で 3-5 の方）はＱ

20 へ、それ以外の方（Ｑ16 で 6-7 の方）はＱ21 へお進みください。 

 

Ｑ18Ａ あなたの奨学金の借入総額はいくらですか（でしたか）。 

 １．100 万円未満 ５．400～500 万円未満 ９．800～900 万円未満 

 ２．100～200 万円未満 ６．500～600 万円未満 10．900～1000 万円未満 

 ３．200～300 万円未満 ７．600～700 万円未満 11．1000 万円以上 

 ４．300～400 万円未満 ８．700～800 万円未満 12．わからない 

 

Ｑ18Ｂ 奨学金を利用していたのはいつですか。あてはまるものをすべて選んでください。 

 １．高校 ３．大学 

 ２．専門学校・高専・短大 ４．大学院 

 

 

Ｑ19 奨学金の返済状況についてお聞きします。すでに返済が終わっている方も、返済時の状況に

ついてご回答ください。 

（１）現在も返済していますか。 

 １．返済している ３．返還猶予制度利用中 

 ２．これから返済予定 ４．すでに終わった 

 
 

（２）（前問で１～３の方に）返済に関して今後の不安はどの程度ありますか。 

 １．かなり不安である ３．あまり不安はない 

 ２．やや不安である ４．全く不安はない 
 

 

 

（３）毎月の返済額はどの程度ですか（でしたか）。月額返済でない方は、月額あたりの金額にし

て回答してください。 

 １． 5000 円未満 ４．15000～20000 円未満 ７．30000～35000 円未満 

 ２． 5000～10000 円未満 ５．20000～25000 円未満 ８．35000 円以上 

 ３．10000～15000 円未満 ６．25000～30000 円未満 ９．わからない 

 
 

（４）返済期間はどの程度ですか（でしたか）。 

 １．５年未満 ３．10～15 年未満 ５．20 年超 

 ２．５～10 年未満 ４．15～20 年以下 ６．わからない 

 
 

（５）あなたは、奨学金制度を利用した際、奨学金の返済条件や延滞リスクなどについて、理解して

いたと思いますか。 

 １．よく理解していたと思う ３．あまり理解していなかったと思う 

 ２．ある程度理解していたと思う ４．まったく理解していなかったと思う 

  ５．わからない 
 
 

(124) Q19(1) 

(126) Q19(3) 

(127) Q19(4) 

(128) Q19(5) 

(125) Q19(2) 

(118-119) Q18A 

(120-123) Q18B 
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（６）奨学金を申し込む際に、不安に思ったことはありますか。あてはまるものをすべて選んで○

をつけてください。(129-134) 

 

 １． 就職できない・失業してしまうこと 

 ２． 病気などで働けなくなること 

 ３． 非正規労働者として不安定な雇用が続くこと 

 ４． 自分が返済できず、保証人に返済義務が及ぶこと 

 ５． その他（                ） 

 ６． とくに不安に思ったことはない 

 
 

（７）保証はどうなっていますか（いましたか）。 

 １．人的保証（連帯保証人・保証人） ３．わからない 

 ２．機関保証 

 
 

（８）（前問で１、２の方に）その保証を選んだ理由は何ですか（でしたか）。以下の中から２つ以

内で選んでお答えください。 

 １．親（親族）が保証人になるのが当たり前だと思ったから 

 ２．親（親族）に迷惑をかけるのが嫌だったから 

 ３．機関保証があることを知らなかったから 

 ４．保証人がみつからなかったから 

 ５．機関保証は保証料が高いから 

 ６．その他（               ） 

 
 

（９）返済の負担感はどの程度ありますか（ありましたか）。 

 １．余裕がある（あった） ３．少し苦しい（苦しかった） 

 ２．何とかなっている（いた） ４．かなり苦しい（苦しかった） 

 

 

（10）返済を延滞したことがありますか（ありましたか）。 

 １．延滞したことはない（なかった） ３．わからない 

 ２．延滞したことがある（あった） 

 

 

（11）（前問で２の方に）延滞した理由は何ですか。主なものを３つ以内でお答えください。 

 １．失業しているから（していたから） 

 ２．収入が少ないから（少なかったから） 

 ３．雇用や収入が不安定だから（だったから） 

 ４．体調を崩し、療養中だから（だったから） 

 ５．奨学金以外の借入金の返済があるから（あったから） 

 ６．親の生活を援助しているから（していたから） 

 ７．単に返済を忘れていたから 

 ８．親が返済していると思ったが返済していないから（していなかったから） 

 ９．その他（                  ） 

 

 

(139) Q19(10) 

(135) Q19(7) 

(138) Q19(9) 

(136) 

Q19(8) 

(137) 

(140) 

Q19(11) (141) 

(142) 

 -10- 

 

（12）返済が困難である場合、申請すれば返済期限を延期する返還期限猶予制度がありますが、こ

の制度を利用したことがありますか。 

 １．利用したことがある 

 ２．利用したことがない 

 

 

（13）（前問で２の方に）この制度を利用したことがない理由は何ですか。主なものを２つ以内で

お答えください。 

 １．とくに必要としていないから 

 ２．制度を知らなかったから 

 ３．申請したが承認されなかったから 

 ４．返還期限猶予制度の基準に該当しないから 

 ５．延滞期間における所得証明書の取得が難しいから 

 ６．申請手続きが複雑で手間がかかるから 

 ７．その他（              ） 

 

（14）奨学金の返済に関して相談できる人がいますか（いましたか）。主なものを２つ以内でお答え

ください。 

 １．親 ７．職場の同僚・上司 

 ２．兄弟・姉妹 ８．労働組合 

 ３．祖父母 ９．弁護士などの専門家 

 ４．親戚 10．その他（            ） 

 ５．配偶者 11．誰もいない 

 ６．友人 12．相談する必要はない 

 
 
 

次のＱ20 は貸与型奨学金を利用していた方に伺います。 

 

Ｑ20 奨学金の返済が生活設計に影響している（した）と思いますか。以下のＡ～Ｆそれぞれにつ

いて、あてはまる番号に○をつけてください。 

  大 い に 影 響

している（し

た） 

や や 影 響 し

て い る （ し

た） 

それほど影響

し て い な い

(しなかった) 

ほとんど影響

し て い な い

(しなかった) 

わからない  

Ａ 結婚 １ ２ ３ ４ ５ (150) 

Ｂ 出産 １ ２ ３ ４ ５ (151) 

Ｃ 子育て １ ２ ３ ４ ５ (152) 

Ｄ 持家取得 １ ２ ３ ４ ５ (153) 

Ｅ 仕事や就職先の選択 １ ２ ３ ４ ５ (154) 

Ｆ 貯蓄 １ ２ ３ ４ ５ (155) 

 

 

 

 

 

 

○上記Ａ～Ｆの影響内容や、Ａ～Ｆ以外に影響を受けたものがあれば、記入できる範囲でご記入ください。 

 

 

 

 

 

(143) Q19(12) 

(144) 

Q19(13) 

(145) 

(146-147) 

Q19(14) 

(148-149) 
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（６）奨学金を申し込む際に、不安に思ったことはありますか。あてはまるものをすべて選んで○

をつけてください。(129-134) 

 

 １． 就職できない・失業してしまうこと 

 ２． 病気などで働けなくなること 

 ３． 非正規労働者として不安定な雇用が続くこと 

 ４． 自分が返済できず、保証人に返済義務が及ぶこと 

 ５． その他（                ） 

 ６． とくに不安に思ったことはない 

 
 

（７）保証はどうなっていますか（いましたか）。 

 １．人的保証（連帯保証人・保証人） ３．わからない 

 ２．機関保証 

 
 

（８）（前問で１、２の方に）その保証を選んだ理由は何ですか（でしたか）。以下の中から２つ以

内で選んでお答えください。 

 １．親（親族）が保証人になるのが当たり前だと思ったから 

 ２．親（親族）に迷惑をかけるのが嫌だったから 

 ３．機関保証があることを知らなかったから 

 ４．保証人がみつからなかったから 

 ５．機関保証は保証料が高いから 

 ６．その他（               ） 

 
 

（９）返済の負担感はどの程度ありますか（ありましたか）。 

 １．余裕がある（あった） ３．少し苦しい（苦しかった） 

 ２．何とかなっている（いた） ４．かなり苦しい（苦しかった） 

 

 

（10）返済を延滞したことがありますか（ありましたか）。 

 １．延滞したことはない（なかった） ３．わからない 

 ２．延滞したことがある（あった） 

 

 

（11）（前問で２の方に）延滞した理由は何ですか。主なものを３つ以内でお答えください。 

 １．失業しているから（していたから） 

 ２．収入が少ないから（少なかったから） 

 ３．雇用や収入が不安定だから（だったから） 

 ４．体調を崩し、療養中だから（だったから） 

 ５．奨学金以外の借入金の返済があるから（あったから） 

 ６．親の生活を援助しているから（していたから） 

 ７．単に返済を忘れていたから 

 ８．親が返済していると思ったが返済していないから（していなかったから） 

 ９．その他（                  ） 

 

 

(139) Q19(10) 

(135) Q19(7) 

(138) Q19(9) 

(136) 

Q19(8) 

(137) 

(140) 

Q19(11) (141) 

(142) 
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（12）返済が困難である場合、申請すれば返済期限を延期する返還期限猶予制度がありますが、こ

の制度を利用したことがありますか。 

 １．利用したことがある 

 ２．利用したことがない 

 

 

（13）（前問で２の方に）この制度を利用したことがない理由は何ですか。主なものを２つ以内で

お答えください。 

 １．とくに必要としていないから 

 ２．制度を知らなかったから 

 ３．申請したが承認されなかったから 

 ４．返還期限猶予制度の基準に該当しないから 

 ５．延滞期間における所得証明書の取得が難しいから 

 ６．申請手続きが複雑で手間がかかるから 

 ７．その他（              ） 

 

（14）奨学金の返済に関して相談できる人がいますか（いましたか）。主なものを２つ以内でお答え

ください。 

 １．親 ７．職場の同僚・上司 

 ２．兄弟・姉妹 ８．労働組合 

 ３．祖父母 ９．弁護士などの専門家 

 ４．親戚 10．その他（            ） 

 ５．配偶者 11．誰もいない 

 ６．友人 12．相談する必要はない 

 
 
 

次のＱ20 は貸与型奨学金を利用していた方に伺います。 

 

Ｑ20 奨学金の返済が生活設計に影響している（した）と思いますか。以下のＡ～Ｆそれぞれにつ

いて、あてはまる番号に○をつけてください。 

  大 い に 影 響

している（し

た） 

や や 影 響 し

て い る （ し

た） 

それほど影響

し て い な い

(しなかった) 

ほとんど影響

し て い な い

(しなかった) 

わからない  

Ａ 結婚 １ ２ ３ ４ ５ (150) 

Ｂ 出産 １ ２ ３ ４ ５ (151) 

Ｃ 子育て １ ２ ３ ４ ５ (152) 

Ｄ 持家取得 １ ２ ３ ４ ５ (153) 

Ｅ 仕事や就職先の選択 １ ２ ３ ４ ５ (154) 

Ｆ 貯蓄 １ ２ ３ ４ ５ (155) 

 

 

 

 

 

 

○上記Ａ～Ｆの影響内容や、Ａ～Ｆ以外に影響を受けたものがあれば、記入できる範囲でご記入ください。 

 

 

 

 

 

(143) Q19(12) 

(144) 

Q19(13) 

(145) 

(146-147) 

Q19(14) 

(148-149) 
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【お子さんの奨学金利用について】 
 

 

Ｑ21 あなたはお子さんがどこまで進学することを想定していますか。 

 １．高校 ４．短大 

 ２．高専 ５．大学 

 ３．専門学校 ６．大学院 
 

Ｑ22 将来、お子さんが進学する場合の教育費等について、どのように考えていますか。主に考え

ているものを２つ以内で選んでください。 

 １．月々の収入でやりくりする  ５．資金の積立・貯蓄をする 

 ２．奨学金制度を利用する   ６．親・親族の援助を受ける 

 ３．教育ローンを組む   ７．その他（          ） 

 ４．学資保険などに加入する  ８．まだ考えていない 

 
 

Ｑ23 お子さんが大学などに進む際に貸与型奨学金の利用を考えていますか。 

 １．利用を考えている ３．わからない 

 ２．利用は考えていない 

 

Ｑ24 （前問で１の方に）仮に貸与型の奨学金制度を利用した場合に、お子さんが奨学金を返済して

いくことに関して不安はどの程度ありますか。 

 １．かなり不安である ３．あまり不安はない 

 ２．やや不安である ４．全く不安はない 

 ５．わからない 
 

 

次のＱ25～Ｑ27 は高校卒業後に進学したお子さんがいる方に伺います。 

 

Ｑ25 あなたのお子さんは奨学金制度を利用していますか（していましたか）。 

 １．利用している（いた）・子１人 ３．利用している（いた）・子３人以上 

 ２．利用している（いた）・子２人 ４．利用していない（しなかった） 

 

 

Ｑ26 （前問で１～３の方に）あなたが連帯保証人になっているケースはありますか(ありました

か）。 

 １．ある（あった） ２．ない（なかった） 

 

 
 

Ｑ27 （Ｑ25 で１～３の方に）奨学金制度を利用している（いた）場合に、お子さんが奨学金を返済

していくことに関して不安はどの程度ありますか（ありましたか）。 

 １．かなり不安である（あった） ３．あまり不安はない（なかった） 

 ２．やや不安である（あった） ４．全く不安はない（なかった） 

 ５．わからない（わからなかった） 

 

 

次のＱ21～Ｑ24 は高校生以下のお子さんがいる方に伺います。 

(157) 

Q22 

(158) 

(161) Q25 

(162) Q26 

(159) Q23 

(160) Q24 

(163) Q27 

(156) Q21 

 -12- 

 

 

【自由記入意見欄】何かご意見やお考えなどがありましたら、ご自由にお書き下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 
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【お子さんの奨学金利用について】 
 

 

Ｑ21 あなたはお子さんがどこまで進学することを想定していますか。 

 １．高校 ４．短大 

 ２．高専 ５．大学 

 ３．専門学校 ６．大学院 
 

Ｑ22 将来、お子さんが進学する場合の教育費等について、どのように考えていますか。主に考え

ているものを２つ以内で選んでください。 

 １．月々の収入でやりくりする  ５．資金の積立・貯蓄をする 

 ２．奨学金制度を利用する   ６．親・親族の援助を受ける 

 ３．教育ローンを組む   ７．その他（          ） 

 ４．学資保険などに加入する  ８．まだ考えていない 

 
 

Ｑ23 お子さんが大学などに進む際に貸与型奨学金の利用を考えていますか。 

 １．利用を考えている ３．わからない 

 ２．利用は考えていない 

 

Ｑ24 （前問で１の方に）仮に貸与型の奨学金制度を利用した場合に、お子さんが奨学金を返済して

いくことに関して不安はどの程度ありますか。 

 １．かなり不安である ３．あまり不安はない 

 ２．やや不安である ４．全く不安はない 

 ５．わからない 
 

 

次のＱ25～Ｑ27 は高校卒業後に進学したお子さんがいる方に伺います。 

 

Ｑ25 あなたのお子さんは奨学金制度を利用していますか（していましたか）。 

 １．利用している（いた）・子１人 ３．利用している（いた）・子３人以上 

 ２．利用している（いた）・子２人 ４．利用していない（しなかった） 

 

 

Ｑ26 （前問で１～３の方に）あなたが連帯保証人になっているケースはありますか(ありました

か）。 

 １．ある（あった） ２．ない（なかった） 

 

 
 

Ｑ27 （Ｑ25 で１～３の方に）奨学金制度を利用している（いた）場合に、お子さんが奨学金を返済

していくことに関して不安はどの程度ありますか（ありましたか）。 

 １．かなり不安である（あった） ３．あまり不安はない（なかった） 

 ２．やや不安である（あった） ４．全く不安はない（なかった） 

 ５．わからない（わからなかった） 

 

 

次のＱ21～Ｑ24 は高校生以下のお子さんがいる方に伺います。 

(157) 

Q22 

(158) 

(161) Q25 

(162) Q26 

(159) Q23 

(160) Q24 

(163) Q27 

(156) Q21 

 -12- 

 

 

【自由記入意見欄】何かご意見やお考えなどがありましたら、ご自由にお書き下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 
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　労働者福祉中央協議会（略称＝中央労福協）は、1949年８月30日に「労務者用物資
対策中央連絡協議会」、いわゆる「物対協」として設立されました。その背景には、戦後
の物資・食料難があり、労働団体・労働組合や購買生協（生活協同組合）は生きるため
の切実な要求を掲げて運動を展開していました。やがて共同行動の機運が高まり、イデ
オロギーの違いを超えて、「福祉はひとつ」を合い言葉に結集したのが物対協であり、
今日の中央労福協です。
　中央労福協は、現在、労働団体や労働者福祉に関わる事業団体、生活協同組合の
全国団体、ならびに全国に組織されている地方労福協で構成する勤労者福祉活動の
ための中央組織です。
　中央労福協は、「連帯・協同でつくる安心・共生の福祉社会」をめざして、幅広い立場
からの政策提言や運動を企画・実践するとともに、構成団体・組織間の相互協力の促
進や福祉活動に関する協議や連絡・調整を行っています。
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